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２０１６年度事業・活動報告（期間：２０１６年４月１日から２０１７年３月３１日まで） 

 

 日本ファンドレイジング協会は、設立当初から掲げている『2020 年「善意の資金循環」10 兆円時

代の実現へ』向けて、２０１４年度から今年度までを「セカンド・ステージ・チャレンジ」の期間と

し、様々なチャレンジと行ってきた。 

 そして、この間、遺贈寄付推進の全国ネットワークや社会貢献教育の全国化、社会的インパクトセ

ンターの創設など、「社会のために、何か役に立ちたい」と考える人を「枠」を超えて繋ぎ、資金循

環を生み出す仕組み・事業の創出を行うことができた。 

 今年度の主な取組は次のとおりである。 

 第一に、社会を変えるプロフェッショナルを生み出す認定ファンドレイザー資格認定制度は、准認

定の必修研修修了者が２７００名を超え、本制度発足から５年で、９１名の認定ファンドレイザーと

８４９名の准認定ファンドレイザーを全国に誕生させることが出来た。また、ファンドレイジングに

関する最新事例、世界の潮流などが学べる「ファンドレイジング・日本」は、参加者が過去最多の１

４００名を超え、世界３大ファンドレイジング大会にまで成長した。 

 第二に、「寄付教育」は、日本の寄付教育を変える３カ年の最終年度ということで「寄付教育の全

国展開」を着実に進めた。また、昨年に引き続き「寄付教育オープンシンポジウム」も開催した。 

 第三に、遺贈寄付を推進するために、新たに「全国レガシーギフト協会」を設立し、遺贈寄付の相

談・紹介・受入れの窓口を全国に設置し、遺贈寄付に関する研修も全国で実施した。 

第四に、寄付だけではなく、「社会的インパクト投資・評価」を促進するために、「社会的インパ

クトセンター」を新たに創設し、「社会的インパクト評価イニシアチブ」の設立支援や社会的インパ

クト投資・評価に関する調査研究等を行った。 

 

 １．組織運営について 

 

１）会員拡大 

会員数は順調に増加し、合計１５７１となり、初めて１５００を超えた。特に准認定および認定

ファンドレイザーの増加に伴い、会員に占める有資格者の割合が増加した。  

 

  運営会員（個人） 賛同会員（個人） 賛同会員（団体） 合計 

２０１５年度末 ８１ １１９３ ５３ １３２７ 

２０１６年度末 ７３ １４４０ ５８ １５７１ 

 

 

２）チャプター制度 

 今年度は、地域チャプターとして新たに東北、中国チャプターが設立された。これにより、既存

の北海道、東海、関西、九州の４つのチャプターと合わせて、全国に６つのチャプターが誕生した

こととなる。今年度はこれら６つのチャプターと連携しながら、様々な事業を共同実施した。 

 また、今年度は初めてテーマ別チャプターとしてアートチャプターも設立された。 
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３）総会開催 

 ２０１６年６月８日に２０１６年度の通常総会を開催。前年度の決算と事業報告、今年度の予算

と事業計画、役員の選任などを決議した。総会後には、「社会のお金の流れを変えるインパクト・

２０１６−２０１６年に起こること、起こすこと−」をテーマにゲストを交えたトークセッションを

開催した。 

 

４）理事会開催 

今年度は下記の５回の理事会を開催した。 

 

■第３２回理事会 ２０１６年５月１７日 

・2015年度監査をうけて 決算報告 

・2016度総会議案書について 

・新規理事、監事の追加と今後の予定について 

 

■第３３回理事会 ２０１６年６月８日 

・代表理事・副代表理事の互選 

 

■第３４回 ２０１６年９月５日 

・ ２０１６年度前期振り返りと後期に向けて 

 

■第３５回 ２０１６年１１月１６日 

・ チャプター申請について 

・ 各種規程等改定について 

・ 事業進捗報告と２０２０年までの事業収支計画について 

 

■第３６回 ２０１７年３月７日 

・ ２０１７度暫定事業計画と暫定予算計画について 

・ 役員の変更について 

 

５）認定 NPO法人格取得 

２０１６年１２月に東京都より認定 NPOの認定を受けた。 

 

６）事務局体制 

事務局長を含めて１０名が常勤に体制を強化した。その他、週３回のパートタイムが２名。週１

～２回のアルバイトが３名の体制で事業を行った。こうした常勤職員に加えて専門的知識をもった

契約調査員、プロボノ、インターンなどを募って事業を実施した。 

 

７）ボランティア 
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月例の「ＪＦＲＡボランティアデー」を開催し、積極的にボランティア参加を募り、ファンドレ

イジング大会の開催等で協力を得た。特に、ファンドレイジング大会では、約７０名のボランティ

アが大会の開催準備と当日の運営に協力した。２０１７年３月末時点のボランティア登録者数は２

８４名。 

 

８）マスコミ掲載 

遺贈寄付推進や寄付・社会貢献教育が大きくマスコミに取り上げられた影響で折々マスコミ取材

を受け、下記が報道された。 

 

全６３件 

 

● 2016年 

・ ４月２０日 日本経済新聞「親子で考える金銭の役割—小遣い通じ社会・経済に関心」 

・ ４月２６日 日本テレビ every. 

・ ４・５月号 ウォロ「Learning by Giving Foundation アレックス・バフェットインタビュー「社

会のためになにかをしたい、でも何をしたらいいのかわからない」と待っている人がたくさんいると

思います。」 

・ ５月号   社会教育「寄付月間創設記念シンポジウム 寄付文化の定着を目指して —特定非

営利活動法人日本ファンドレイジング協会—」 

・ 公益財団法人全国公立文化施設協会『ファンドレイジング・ハンドブック』 

・ ５月１６日 産経新聞「被災者支援に広がる募金 スピードと信頼の両立が課題」 

・ ５月２９日 河北新報「遺贈寄付で社会貢献 高まる関心 専門窓口開設の動き 遺産を公益性

の高い団体へ」 

・ ６月号   社会教育「社会貢献教育ファシリテーター研修「寄付の教室」—日本ファンドレイ

ジング協会—」 

・ ６月２６日 北海道新聞「どんな社会目指すのか 資金集めは共感が不可欠」 

・ ６月２９日 オルタナ 45号「社会イノベーションとお金の新しい関係」「ファンドレイジングト

ピックス」 

・ ７月 ３日 朝日新聞 GLOBE「１万ドルの使い道、学生が決定 米国で広がる「寄付教育」とは」 

・ ７月４日号 AERA「税金で十分貢献 生活に余裕なし—なぜ日本には寄付文化が根付かない？」 

・ ７月 ７日 日本財団ソーシャルイノベーションフォーラム 2016 Editorial Room「【プロジェク

ト委員に聞く】鍵は“マルチセクター”と“社会的インパクト評価”」 

・ ７月２６日 読売新聞 「死後に寄付「遺贈」希望増加」 

・ ７月２７日 幻冬舎 GOLD ONLINE 連載「Q&Aで学ぶ「遺贈寄付」の基礎知識」第 1回「高齢者の

関心高まる「遺贈寄付」とは何か？」 

・ ７月２９日 公明新聞「寄付文化拡大へあの手この手」 

・ ７月２９日 R25「「日本の“寄付”文化」課題は●●にアリ」 

・ ８月 ２日 読売新聞オンライン「死後に寄付、「遺贈」希望増加…公益団体などが窓口設置」 

・ ８月 ３日 幻冬舎 GOLD ONLINE 連載「Q&Aで学ぶ「遺贈寄付」の基礎知識」第 2回「なぜ今「遺
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贈寄付」が注目されているのか？」 

・ ８月１０日 幻冬舎 GOLD ONLINE 連載「Q&Aで学ぶ「遺贈寄付」の基礎知識」第 3回「財団法人

の設立も選択肢——遺贈先の選び方とは？」 

・ ８月１７日 幻冬舎 GOLD ONLINE 連載「Q&Aで学ぶ「遺贈寄付」の基礎知識」第 4回「遺言によ

る遺贈寄付を行う場合の 3つの留意点」 

・ ８月２４日 幻冬舎 GOLD ONLINE 連載「Q&Aで学ぶ「遺贈寄付」の基礎知識」最終回「法的には

大きく異なる——包括遺贈と特定遺贈の概要」 

・ ８月２８日 ＮＨＫサキどり「お金をもうけて 社会もよくなる！？インパクト投資って何？」 

・ ８月２９日 朝日新聞「寄付とビジネス「三方よし」」 

・ ９月 ２日 日本経済新聞「社会起業家が新公益連盟 分野の枠超え政策提言 社会貢献 顔ぶれ

多彩」 

・ ９月 ３日 読売新聞「アマトリチャーナ食べて支援 ゆかりのパスタ 171店が一部寄付」 

・ ９月 ８日 中日新聞「遺産を福祉に役立てたい 関心高まる遺贈寄付」 

・ ９月２９日 オルタナ 46号「社会イノベーションとお金の新しい関係」「ファンドレイジングト

ピックス」 

・ ９月３０日 公益法人 特集 緊急座談会「休眠預金活用法の成立に向けて」 

・ ９月３０日 朝日新聞夕刊「「遺贈寄付」高まる関心「遺産を社会に役立てたい」無料相談窓口 全

国で設置へ」 

・１０月３１日 オルタナオンライン／ヤフーニュース「「成果を求める」フィランソロピー」 

・１１月 ６日 『月刊福祉』12月号 ウオッチング 2016「モノの見方が変われば社会が変わる」 

・１１月２１日 朝日新聞「「遺贈寄付」普及へ相談窓口「遺産をＮＰＯに」弁護士らが橋渡し」 

・１１月２５日 朝鮮日報 インタビュー「日本の寄付文化と募金」 

・１１月２６日 中日こどもウィークリー「社会を変える みんなの応援」 

・１１月２７日 朝日新聞北海道版「「募金箱にお金入れるだけじゃない」寄付の大切さ子どもら学

ぶ」 

・１１月２８日 JAMMINウェブサイト インタビュー「日本人の「寄付」に対するイメージを変える！」 

・１１月２８日 25ans「寄付文化を日本に根付かせるための種まきを」 

・１２月 １日 ウォロ 12・1月号「次世代に遺す寄付を生かす「全国レガシーギフト協会」発足」 

・１２月 １日 オルタナＳ／ヤフーニュース「12 月は「寄付月間」 昨年はビル・ゲイツ、今年の

目玉は？」 

・１２月 １日 社会教育「創刊 70周年特別企画 12月は寄付月間」 

・１２月１５日 新文化「12月は「寄付月間」 英治出版 11書店でフェア展開」 

・１２月１６日 オルタナ 47 号「社会イノベーションとお金の新しい関係(3)」「ファンドレイジン

グトピックス(3)」 

・１２月１７日 読売新聞「寄付の心 川柳に 公益法人協会が募集」 

・ １２月２７日 朝日小学生新聞「お年玉、使い道どうする？「人の役に」と寄付する子も」 

 

● 2017年 

・ １月 ８日 日本経済新聞電子版「遺産寄付で生きた証し 「終活」で社会貢献意識」 
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・ １月 ９日 朝日新聞「３０万円どこに寄付する？ 高校生が授業、悩んで決めた」 

・ １月１９日 毎日新聞オンライン「遺言書 死後寄付、関心高まる 震災契機に意識変化」 

・ １月２４日 佐賀経済新聞「佐賀で NPO向け遺贈・寄付研修 故人の遺産を地域の資産に」 

・ １月２６日 JIJICO「遺贈寄付（レガシーギフト）〜想いを叶えるためにやっておきたいこと〜」 

・ １月３０日 日本教育新聞「学校応援プロジェクト」 

・ １月    『ソーシャルビジネスの資金調達入門』「はじめよう！戦略的な寄付集め」 

・ ２月 １日 ウォロ 2・3月号 特集「遺贈—故人の思いを社会に生かす」 

・ ２月 １日 EC のミカタ「「Yahoo!ネット募金」、2016 年の寄付総額は約 9 億 8 千万円、寄付件

数はサービス開始以来最多の約 160万件に」 

・ ２月 １日 社会教育「寄付月間 2016記念シンポジウム」 

・ ２月１０日 神戸新聞 NEXT「遺産で社会貢献「遺贈寄付」の現状と課題」 

・ ２月１３日 日本教育新聞「「社会貢献教育オープンシンポジウム 2017」3月 18日開催」 

・ ２月    さっぽろまちづくり活動情報サポートサイト「寄付という市民力 北海道で最初の

認定ファンドレイザー、奥山大介さんにお話を伺いました。」 

・ ３月 １日 おうみネット 特集「クラウドファンディング〜共感と巻き込み力の時代〜」 

・ ３月 ６日 読売新聞「＜近江と人と＞ＮＰＯと寄付者 橋渡し」 

・ ３月２０日 朝日新聞経済部『ルポ 税金地獄』（文春新書） 

・ ３月２７日 nippon.com「休眠預金の社会的活用で実現する「未来」」 

・ ３月３１日 オルタナ 48 号「社会イノベーションとお金の新しい関係(4)」「ファンドレイジン

グトピックス(4)」 

 

２．主な実施事業について 

１）認定ファンドレイザー制度 

 

 認定ファンドレイザー・准認定ファンドレイザーの受験資格を得るためには、それぞれ、必修研

修と、一定の研修実績を積むためのポイント付与となっている選択研修を一定数受講する必要があ

る。  

 そのための研修を下記の通り開催した。 

 団体向けカスタマイズ研修として、日本赤十字社の全国支部担当者向け（60人）に准認定ファン

ドレイザー必修研修を受注した。 

 認定ファンドレイザー必修研修の受講生がファンドレイジング・スクール生の受講により、20

人（昨年 29人）と大きく増えた。  

 なお、地方での開催が望まれる中、チャプターの協力を得ながら地方開催にも注力（7 回）し、

広島県と宮城県で初開催した。また、地域在住の認定ファンドレイザー（チャプター代表）の講師

育成に努め 4人増員、岐阜をのぞくすべての地域開催で認定ファンドレイザーが講師をつとめた。 

 

 

■必修研修 
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■協会・チャプター主催の研修 

 

開催年月日 研修名 都道府県 

2016年 4月 3日 FRJ2016 報告会 北海道 

2016年 4月 13日 ファンドレイジング入門 東京都 

2016年 4月 20日 信頼のコミュニケーション基礎編 東京都 

2016年 4月 20日 寄付の「ホント」を寄付白書から学ぼう！ 東京都 

2016年 4月 27日 1日でマスター！戦略的ファンドレイジング基礎 東京都 

2016年 5月 1日 オンライン研修_寄付のホントを寄付白書から学ぼう 東京都 

准認定ファンドレイザー必修（2016） 

開催日 人数 都道府県 

2016年 4月 16日 6 福岡県 

2016年 4月 19日 37 東京都 

2016年 4月 24日 25 岐阜県 

2016年 5月 10日 23 東京都 

2016年 5月 14日 19 大阪府 

2016年 5月 21日 31 東京都 

2016年 7月 26日 46 東京都 

2016年 9月 3日 17 広島県 

2016年 9月 6日 20 東京都 

2016年 9月 28日 20 東京都 

2016年 10月 4日 60 東京都 

2016年 10月 8日 13 北海道 

2016年 10月 15日 22 宮城県 

2016年 10月 16日 17 滋賀県 

2016年 10月 22日 28 東京都 

2016年 11月 1日 23 東京都 

2017年 3月 17日 145 東京都 

合計 552   

      

認定ファンドレイザー必修研修（2016） 

開催日 人数 都道府県 

2016年 9月 17日 19 東京都 

2016年 10月 13日 21 東京都 

合計 40 
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2016年 5月 11日 社会貢献ファシリテーター研修 東京都 

2016年 5月 14日 クラウドファンディングをはじめよう！支援を集め

る”コツ” 

愛知県 

2016年 5月 15日 2016年度第 3回ファンドレイジングセミナー・関西 大阪府 

2016年 5月 21日 NPO の発信力を強化しよう！あなたは初対面の人に共

感を集められますか？ 

岐阜県 

2016年 5月 22日 ファンドレイジングの成果につなげる広報戦略とは 東京都 

2016年 5月 22日 「ファンドレイジング戦略のための寄付者データベー

スの活用」 

東京都 

2016年 5月 22日 ファンドレイジングの成果につなげる広報戦略とは 東京都 

2016年 5月 22日 「ファンドレイジング戦略のための寄付者データベー

スの活用」 

東京都 

2016年 5月 26日 寄付の教室 東京都 

2016年 5月 27日 北海道で強くあたたかい組織を増やすセミナー 北海道 

2016年 5月 27日 寄付の教室 東京都 

2016年 6月 1日 ファンドレイジングの視点から見た寄付税制活用法 東京都 

2016年 6月 12日 社会貢献ファシリテーター研修 福岡県 

2016年 6月 13日 寄付の教室 福岡県 

2016年 6月 22日 ファンドレイジング入門 東京都 

2016年 6月 25日 2016 年度第 5 回ファンドレイジング研究会・関西「お

金の地産地消白書 2014を読む」 

兵庫県 

2016年 8月 2日 寄付の教室 東京都 

2016年 8月 10日 社会貢献ファシリテーター研修 東京都 

2016年 8月 20日 2016 年度第 6 回ファンドレイジング研究会・関西「中

山間地域における当事者主体のファンドレイジング」 

和歌山県 

2016年 8月 25日 社会貢献ファシリテーター研修 東京都 

2016年 8月 31日 ファンドレイジング入門 東京都 

2016年 9月 2日 中国チャプター設立総会記念講演@広島 広島県 

2016年 9月 3日 北海道ファンドレイジングキャンプ_1 北海道 

2016年 9月 3日 北海道ファンドレイジングキャンプ_2 北海道 

2016年 9月 10日 ソーシャル･ファイナンスの革新と新たなファンドレ

イジング戦略 

東京都 

2016年 9月 10日 信頼のコミュニケーション中級編「伝える力」をアッ

プする～聞く人の心を動かすプレゼンテーション 

東京都 
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2016年 9月 13日 ファンドレイジング入門(中級編) 東京都 

2016年 9月 15日 寄付の教室 福岡県 

2016年 10月 1日 ファンドレイジング・スクール：パブリックスピーキ

ングの実践 

東京都 

2016年 10月 4日 日本赤十字社ファンドレイジングセミナー_2 東京都 

2016年 10月 15日 寄付の「ホント」を寄付白書から学ぼう！ 東京都 

2016年 10月 15日 遺贈寄付研修 東京都 

2016年 10月 20日 北海道で強く温かい組織を増やすセミナー 北海道 

2016年 10月 23日 ファンドレイジングの基本 北海道 

2016年 10月 23日 クラウドファンディングをはじめよう！支援を集め

る”コツ” 

東京都 

2016年 10月 26日 社会貢献ファシリテーター研修 東京都 

2016年 10月 26日 寄付の教室（社会貢献教育ファシリテーター研修サポ

ート） 

東京都 

2016年 11月 2日 幅広い支援を得るための必要な社会的インパクト評価

とは 

東京都 

2016年 11月 2日 助成金をいかした組織の成長戦略 東京都 

2016年 11月 15日 イギリスの事例から学ぶ：遺贈寄付のファンドレイジ

ング成功のポイント 

東京都 

2016年 11月 26日 社会貢献ファシリテーター研修 北海道 

2016年 12月 3日 ファンドレイジング大会ｉｎ関西 大阪府 

2016年 12月 10日 企業連携(自団体ワークショップ) 東京都 

2017年 1月 22日 社会貢献ファシリテーター研修 愛知県 

2017年 1月 25日 ファンドレイジング入門 東京都 

2017年 1月 28日 社会貢献ファシリテーター研修 神奈川県 

2017年 2月 5日 2017 年度第 7 回ファンドレイジング研究会・関西「フ

ァンドレイジング事例から学ぶ ～ 噂の木造ビル」 

奈良県 

2017年 2月 14日 寄付の教室 長野県 

2017年 3月 18日 ファンドレイジング・日本 2017 東京都 

 

 

 

 

■他団体による選択研修（添付資料１参照） 

必要な選択研修については、協会主催研修以外にも、全国各地で開催される研修のうち、通信教
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育も含めて、一定の基準を満たす研修については、協会まで申請し、承認を得た後に協会「認定研

修」としてポイント付与の対象研修している。そのことで、地方の認定・准認定ファンドレイザー

の輩出をはかっている。 

 

■准認定ファンドレイザー試験■ 

２０１６年度は准認定ファンドレイザーのための試験を２回、認定ファンドレイザーのための試

験を１回行った。准認定ファンドレイザーのための試験は、6 月に東京、名古屋、大阪に初めて福

岡を加えて 3会場で、12月には東京、名古屋、大阪、札幌の 3会場で試験を開催し、地域在住の方

の受験機会を増やした。その結果、今年度、新しく１４４名の准認定ファンドレイザーと２１名の

認定ファンドレイザーが生れた。 

 

2016年 6月 26日第 7回准認定ファンドレイザー試験 

志願者数 186 
   

受験者数 170 
   

合格者数 140 
   

認定者数 140 
   

     
2016年 12月 6日第 10回准認定ファンドレイザー試験 

志願者数 127 
   

受験者数 119 
   

合格者数 84 
   

認定者数 84 
   

     
2015年 12月 6日第 4回認定ファンドレイザー試験 

志願者数 36  
  

受験者数 36 
   

合格者数 21 
   

認定者数 21 
   

 

その結果、２０１７年３月末日時点での資格保有者は下記のとおりとなった。 

※本資格制度発足から５年で、合計９１名の認定ファンドレイザーと８４９名の准認定ファンドレイ

ザーが誕生している。 

資格保有者数（２０１７年３月末日現在）  人数 

准認定ファンドレイザー 849 

認定ファンドレイザー 91 

 

 

■認定ファンドレイザー検定委員会の開催 

 今年度も試験について、事務局外の委員からなる「認定ファンドレイザー検定委員会」において試
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験問題の作成、採点基準などを討議した。今年度は、7 月 15 日、1 月 10 日の２回、委員会を開催し

た。 

  

 委員リストは下記の通り（アイウエオ順） 

伊藤 美歩氏 (アーツ・ブリッジ代表)        

鵜尾 雅隆氏（日本ファンドレイジング協会 代表理事） 

鴨崎 貴泰氏（日本ファンドレイジング協会 事務局長） 

樽本  哲氏（弁護士） 

徳永 洋子氏（日本ファンドレイジング協会 理事） 

早瀬  昇氏（日本ＮＰＯセンター代表理事） 

矢崎 芽生氏（公認会計士） 

山元 圭太氏（株式会社 PubliCo 代表取締役 COO） 

 

■ファンドレイジングスクール事業 

 新規事業として「ファンドレイジングスクール」事業を開始した。4月から 3 月まで、26講座の

アドバンス研修と 12回のゼミで構成される本科コースでは 12人が修了した。受講生からのフィー

ドバックを反映させながら、研修を改善しつづけた結果、本科生の平均満足度 4.7（目標 4.5）を

上回る高い成果をあげた。修了生が自主的にグループを作り、後輩の育成やファンドレイジングの

実践に取り組むなど、アドバンスクラスのファンドレイザー育成に有効なプログラムであると認識

した。 

 一方、アドバンス研修の単科受講である単科コースは平均受講者数 1.8人と伸び悩んだ。特色(魅

力)を打ち出すような研修告知と広報が不十分であった。 

 

＜ファンドレイジングスクールとは＞ 

 共感性をマネジメントしながら事業、組織、財源を成長させ、社会にイノベーションを生み出す

力を持つ人材を輩出するスクール 

 

＜ファンドレイジングスクールの目的：実践力のあるファンドレイザーを育てる＞ 

・ ファンドレイジングスクールの目的 

 どんな組織であっても、いかなる状況であっても、経営資源を獲得し、組織と事業を成長させ

ることができる実践力をもったファンドレイザーを育成すること。 

 

・ ファンドレイジング・スクールの対象・メソッド・コース 

・認定・准認定ファンドレイザーを対象 

・「体系的な知識の習得」「経験からの学び」「実践による定着」の３つのメソッド 

 体系的な知識の習得・・・認定ファンドレイザー必修研修の受講 

 経験からの学び・・・ケーススタディにて様々な組織規模・領域での課題を仮想体験 

 実践による定着・・・ゼミにて自団体のファンドレイジング戦略を策定・実施を行う 

          実在の団体へのコンサルタント実習 
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 本科一年コースと単科コース 

 本科一年コース・・・認定ファンドレイザー必修研修、26 講座のアドバンス研修と 12

回のゼミの参加、日本ファンドレイジング協会が主催する研修・イベントに無料参加

が特典がセットになった 1年コース ⇒ 13名が入学し 4月から開講 

 単科コース・・・アドバンス研修の単科受講。准認定ファンドレイザー必修研修受講

者が参加可能 

・アドバンス研修の満足度と受講者数（本科＋単科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座名
平均

満足度

アンケート

数

20160422 マーケティング（ケーススタディ） 4.4 12

20160428戦略設計力（ケーススタディ） 4.6 16

20160513マーケティング（自団体） 4.1 15

20160521５つのキャリアイメージ×キャリアデザイン 4.7 13

20160521戦略設計力（自団体） 4.8 12

20160603各自の自団体第一次戦略プレゼン 4.5 13

20160618寄付・会費プログラム(ケーススタディ) 4.8 14

20160618リーダーズセッション 4.8 16

20160623ITコミュニケーション(ケーススタディ) 4.4 14

20160701リアルケーススタディ 4.6 12

20160708事例研究 4.7 17

20160716寄付・会費プログラム(自団体ワークショップ) 4.7 11

20160716リアルケーススタディ グループワーク 4.7 11

20160727ITコミュニケーション(自団体ワークショップ) 4.6 11

20160810組織・チーム管理(ケーススタディ) 4.7 12

20160818助成金(ケーススタディ) 4.7 12

20160827リアルケーススタディ 4.5 10

講座名
平均

満足度

アンケート

数

20160827組織・チーム管理(自団体ワークショップ) 4.8 10

20160908助成金(自団体ワークショップ) 4.9 13

20161001リアルケーススタディ 4.4 10

20161001パブリックスピーキングの実践 4.9 15

20161027税務・会計 4.6 12

20161105リアルケーススタディ 4.5 10

20161105企業連携(ケーススタディ) 4.3 13

20161119リアルケーススタディ 5.0 11

20161119評価(ケーススタディ) 5.0 12

20161210評価(実践編) 4.8 10

20161210企業連携(自団体ワークショップ） 4.7 10

20161220ファンドレイジングの成果につなげる広報戦略とは 4.7 11

20170114社会的投資・融資(ケーススタディ) 4.6 10

20170119ボランティア(ケーススタディ) 4.9 11

20170127ファンドレイジング戦略レビューの会① 4.7 11

20170211社会的投資・融資(自団体ワークショップ) 5.0 9

20170211ファンドレイジング戦略レビュー会② 5.0 12

20170214ボランティア(自団体ワークショップ) 4.9 10

20170225失敗の事例から学ぶファンドレイジングの本質 4.8 11

総計 4.7 432
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２）ファンドレイジング大会の開催 

２０１７年３月１８日と１９日に第８回となるファンドレイジング大会「ファンドレイジング・

日本２０１７～ インパクト×ファンドレイジングで、未来が動き出す」を開催した。 

今回は過去最多の 1,400名を超える参加者を迎え、アジア最大のファンドレイジング・カンファ

レンスとして開催した。 

 ファンドレイジング日本では、英国より遺贈寄付のリソースパーソンのステファン・ジョージ氏、

米国から世界で最も注目されるファンドレイザーのダリアン・ロドリゲス・ヘイマン氏、アジア各

国からはシンガポールからウシャ・メノン氏、香港からヴィンセント・ロー氏、韓国からビケイ・

アン氏、中国からトニー・ルオ氏を迎えて、国際色豊かに開催した。 

そのほかソーシャルセクターを牽引する講師による 66 のセッションを行い、ファンドレイジング

に関する最新事例、世界の潮流などを学べる機会を提供した。 

クロージングセッションでは、第８回日本ファンドレイジング大賞の発表を行った。 

ファンドレイジング大賞は、NPO法人チャリティーサンタ、特別賞は、FIT・チャリティラン、認定

NPO 法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会、ヤフー株式会社の３団体に授与した。 

 

■日程：２０１７年３月１８日（土）、３月１９日（日）（３月１７日はプレイベントを開催） 

■場所：芝浦工業大学豊洲キャンパス 

■参加者数：１４２３名 

■セッション数：６６ 

■開催への支援（助成・協力・協賛） 

【助成】 日本財団 

【協賛】チーム GOEN、公益財団法人ベネッセこども基金、株式会社ファンドレックス、Innovairre 

Inc.、 

株式会社インテージ/株式会社インテージリサーチ、株式会社 CAMPFIRE、freee 株式会社、NPO向け

物品寄付プログラム『お宝エイド』、gooddo株式会社、株式会社 PLUS SOCIAL、株式会社ソニー・

デジタルエンタテインメント、リネットジャパングループ株式会社、ECCOM クリエイティブ事業部、

英治出版株式会社、株式会社エースデザイン、特定非営利活動法人 NPOサポートセンター、株式会

社カルミナ、特定非営利活動法人 CANPAN センター、GREEN FUNDING by T-SITE、公益財団法人 公

益法人協会、佐賀県、株式会社ジャックアンドビーンズ、Syncable / 株式会社 STYZ、株式会社シ

ン・ファンドレイジングパートナーズ、株式会社セールスフォース・ドットコム、ソリマチ株式会

社、地域×クラウドファンディング FAAVO（ファーボ）、(株)バリューブックス、一般財団法人 非

営利組織評価センター、ファンドレイジング・ラボ、株式会社フェブ、古本募金きしゃぽん（運営：

嵯峨野株式会社）、リタワークス株式会社、READYFOR、ウィナーズ・アンド・カンパニー株式会社、

NPO 会計支援センター、株式会社ＪＧマーケティング、ソフトバンク株式会社、一般社団法人ドリ

ームマップ普及協会 

 【物品協賛】ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社、モンデリーズ・ジャパン株式会社 

【特別協賛】公益財団法人 笹川平和財団 
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３）ファンドレイジング・サロンの開催 

 ファンドレイジングの最新事例を話題に会員同士のネットワーキングを重視する内容で月次で

開催した。軽食をとりながらの参加しやすい雰囲気・構成にし、参加者同士の交流を促す場とし、

さらに、参加会員には非会員を招待できる特典を与えることで、会員増加のきっかけとした。 

 

開催日 タイトル スピーカー 

2016年 4月 27日

(水) 

ファンドレイジングの最前線で、今何が起

きているのか 

～米国ファンドレイジング大会レポート～ 

・宮本 聡氏(一般財団法人ジャパンギビ

ング) 

・下垣 圭介氏(gooddo 株式会社) 

・小村 悠子氏(公益財団法人日本財団) 

2016年 6月 28日

(火) 

拡がる寄付月間 ・山田 泰久氏(NPO法人CANPANセンター) 

・妹尾 正仁氏(ヤフー株式会社) 

2016年 7月 29日

(金) 

社会的インパクトセンター設立記念トーク

セッション 

「社会的インパクト評価・投資最前線」 

・伊藤 健氏(SROI ネットワークジャパ

ン) 

・源 由理子氏(明治大学公共政策大学

院) 

2016年 9月 14日

(水) 

人生の集大成としての社会貢献 

～遺贈寄付のストーリーと仕組み～ 

・山北 洋二氏(遺贈寄付推進会議) 

・吉川 明氏(公益財団法人日本盲導犬協

会) 

・長谷川 隆治氏(公益財団法人日本財

団) 

2016 年 10 月 14

日(金) 

個人ができる社会貢献の新しい選択肢 

～ファミリー財団設立というチャレンジ～ 

・フィッシュ・K・ローレンス氏(フィッ

シュ・ファミリー財団) 

・フィッシュ・東光・厚子氏(フィッシ

ュ・ファミリー財団) 

2016 年 11 月 22

日(火) 

東京学芸大学附属高校から始まる新しい社

会貢献の流れ 

～米国・社会貢献教育プログラムの実践～ 

・藤木 正史氏(東京学芸大学附属国際中

等教育学校) 

 

 

４）ファンドレイジングジャーナル 

海外事例の紹介やトップランナーへのインタビュー、ファンドレイジングに関する最先端なトピ

ックスなど全２５本を掲載。 

 

５）「寄付白書２０１５」の販売と「寄付白書２０１７」の企画 

 隔年発行に変更した最初の号としての「寄付白書２０１５」の販売と「寄付白書２０１７」の研

究会の立ち上げと企画立案調査の実施を行った。 

「寄付白書２０１５」の販売実績としては、592冊の販売数となった。2015年度の 915冊を合わせ

ると、「寄付白書２０１５」は初版 2,000部の内、1,507冊を販売した。 
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「寄付白書２０１７」の企画立案に関しては、新たに寄付白書 2017発行研究会を 7月に立ち上げ、

新規委員 2名を含む 8名体制でスタートした。同研究会にて、基本方針、主要コンテンツ、調査な

どの立案検討し確定させた。年度内に調査を終了し、次年度からは推計方針の確定と各担当箇所の

執筆に取り掛かり、11月頃の出版を目指す。 

 

「寄付白書２０１７発行研究会委員」 

石田祐（公立大学法人宮城大学事業構想学部事業計画学科 准教授） 

鵜尾雅隆（日本ファンドレイジング協会 代表理事） 

大石俊輔（日本ファンドレイジング協会 寄付市場形成事業プログラムディレクター） 

大坂紫（株式会社インテージリサーチ ソーシャル事業推進部） 

鴨崎貴泰（日本ファンドレイジング協会 事務局長） 

岸本幸子（公益財団法人パブリックリソース財団 代表理事・専務理事） 

坂本治也（関西大学法学部政治学科 教授） 

佐々木周作（日本学術振興会 特別研究員 PD、大阪大学 社会経済研究所 招聘研究員） 

 

第 1回寄付白書発行研究会 

日時：2016年 7月 29日（金）10:00〜13:00 

内容：2017の方針の確定、特集内容洗い出し、執筆編集体制の確認、出版スケジュールの共有、新

規委員からの研究内容発表＆白書調査に関する要望や課題点 

 

第 2回寄付白書 2017発行研究会 

日時：2016年 8月 31日（水）13:00〜16:00 

内容：調査設問に関する案出し、特集項目の確定、盛り込むべき案の検討と確定 

 

第 3回寄付白書 2017発行研究会 

日時：2016年 9月 20日（火）15:00〜18:00 

内容：3章掲載項目の確定、調査票案の検討 

 

第 4回寄付白書 2017発行研究会 

日時：2016年 10月 25日（火）13:00〜16:00 

内容：調査票案の検討と確定、全体の目次構成とページ割りと担当の確認 

 

第 5回寄付白書 2017発行研究会 

日時：2016年 11月 29日（火）15:30〜18:30 

内容：調査票文言案確定、第 3章の構成案確認と案出し、調査計画内容の確認、出版までのスケジ

ュール確認 

 

第 6回寄付白書 2017発行研究会 
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日時：2017年 1月 27日（金）13:00〜16:00 

内容：調査文言の確定、第 3章の内容案出し 

 

６）寄付教育 

 本事業年度は、3ヵ年の最終年度にあたり「寄付教育の全国展開」を着実に進めた。具体的には、

次のような変化を生み出した。 

 

 1つ目は、社会貢献教育ファシリテーターが倍増の 21名（昨年度 9名）となり、全国で独自の社

会貢献教育モデルを構築し展開しはじめたことである。今年度、社会貢献教育ファシリテーター研

修を全国 5ヵ所で 8回実施したことで、各地に社会貢献教育ファシリテーターが誕生し、それぞれ

の地域や得意分野などを活かした形で社会貢献教育を実施することができた。これを、『社会貢献

教育ハンドブック』として取りまとめ可視化することで、更に面的な展開を図った。またこの内の

一部は、社会貢献教育オープンシンポジウム 2017 で先進事例として共有し、特に関心層に向かっ

て可視化をした。 

 

 2 つ目は、事業間連携を促進し、人材の育成、現状の分析などの面で社会貢献教育を促進する基

盤整備を進めたことである。社会貢献教育ファシリテーターの担い手母集団の一つでもある准認定

ファンドレイザーを育成する「ファンドレイザー育成事業」や、社会貢献教育推進の意識なども把

握する「調査研究事業（寄付白書）」など、弊協会の複数事業を絡めて、事業間の連携を促進させ

たことで双方の事業で相乗効果が表れ、好循環を生み出した。 

 

 3つ目は、全国に連携拠点が拡大し法人カウンターパートとの連携強化を推し進めたことである。

ファンドレイザーの地域拠点である「チャプター」や全国各ブロックにある地域の資金循環拠点で

ある「コミュニティ財団」をはじめ、主要な連携カウンターパートとの関係構築が飛躍的に進んだ。

例えば、実験的な取組みに積極で公立校にも発信力のある全国国立大学附属附属学校の PTA連合会

と包括的な社会貢献教育の推進とファンドレイザー育成で事業計画を組み始めたり、教育業界のシ

ェア No1で 9割の小中高校が定期購読している「日本教育新聞」と学校向けの社会貢献教育応援プ

ロジェクトを企画立ち上げが始まった。また、ベネッセがソーシャルなリーダーシップを育成する

ことを目的の一つに設置した「ベネッセこども基金」とは、小学生向けプログラム「ソーシャル・

リーダーシッププログラム」の共同開発を行いプロトタイプの制作まで進んでいる。 

 

 4つ目は、弊協会独自の社会貢献教育プログラム「寄付の教室」「社会に貢献する」「Learning by 

Giving」が 3つ揃い、要望に応じてさまざまに展開することが可能になったことだ。社会貢献教育

ファシリテーターがこれらのプログラムと各自の得意分野とを絡めて様々な地域独自のプログラ

ムを展開している。これは、全国の各拠点と連携して活躍の場が学校外でも増えてきた結果でもあ

る。 

 

 5 つ目は、社会貢献教育オープンシンポジウムを通じて、国内の主要ステークホルダーや海外の

カウンターパートなど、実際にメカニズムを動かしていく次年度以降に向けた関係性の強化が図ら
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れた点である。特に、全国社会福祉協議会と全国コミュニティ財団は重要なカウンターパートとし

て、来年度から社会貢献教育の実装化に向けて具体的な話し合いの場を設置するための検討に入っ

た。 

 

 6 つ目は、調査を行うことで社会貢献教育に関する意識傾向を把握できたことに加え、専門家の

知見を活かし社会貢献教育を進める上で課題となっていること、またその課題を具体的に解決する

方策までを含めて包括的にまとめることが出来た。この結果、「社会貢献教育推進のための提言書」

が取りまとめられ、これを元にして関係各所に論点を整理して具体的な提案を行えるようになった。 

 

 7 つ目は、海外とのつながりがこの分野で特に強化された。AFP（Association Fundraising 

Professionals）の Youth in Philanthropy や香港の Philanthro Kids などの海外のファンドレイ

ザーネットワークの中の社会貢献教育プログラムとの連携検討に入ったことに加え、28th Notional 

Service Learning Conference に参加したことで、寄付教育に限らない社会貢献教育やリーダーシ

ップ教育×社会貢献など新たな発想を得て、新規のパートナー候補との関係性構築も飛躍的に進ん

だ。 

 

 以上のような変化は、これまでの 3 ヵ年に渡り進めてきた「寄付教育の全国拠点展開を通じた寄

付文化醸成」事業としての成果でもある。この 3ヵ年着実に積み重ねてきた結果、このような変化

を生み出し、来年度以降の社会実装化に向けて、今年度は力強く事業を進める事ができ、社会貢献

教育の流れを変えて基盤を整備することを着実に進め実現した。 

 

■1．社会貢献ファシリテーター研修の全国展開 

 

（1）「社会貢献ファシリテーター研修」を東京で 4回、地方で 4回で計 8回開催。 

 2015年度から東京で実施している社会貢献教育ファシリテーター研修を、深化させ全国展開に

着手した。都内にて 4 回、地方にて 4 回、計 8 回実施した。同研修受講者は 96 名で、社会貢献

教育ファシリテーター12名が誕生した。前年度（9名）含め、現在社会貢献教育ファシリテータ

ーは全国で 21 名が活躍している。また、社会貢献教育ファシリテーターの担い手となりうる、

准認定ファンドレイザーの育成のための准認定ファンドレイザー必修研修を全国 8 箇所で 16 回

開催し、社会貢献教育ファシリテーターの裾野の拡大を図った。 

 

第 1回社会貢献教育ファシリテーター研修（東京開催） 

 日時：2016年 5 月 11日（水）10:00〜17:00 

 場所：東京（東京都港区赤坂 1丁目 2番 2号日本財団ビル 会議室 1・2・3・4） 

 内容：寄付教育を軸とした様々な社会貢献教育プログラムの概要レクチャーから、協会の

提供する社会貢献教育プログラム「寄付の教室」「社会に貢献する」のデモンストレーショ

ン、ロールプレイを通じて、社会貢献教育プログラムファシリテーションを学ぶ。 

 参加者：13名 

 満足度：4.23 
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第 2回社会貢献教育ファシリテーター研修（地方開催） 

 日時：2016年 6 月 12日（日）10:00〜17:00 

 場所：北九州（福岡県北九州市小倉北区大門 1-5-1 西日本工業大学大学院地域連携センタ

ー706） 

 内容：寄付教育を軸とした様々な社会貢献教育プログラムの概要レクチャーから、協会の

提供する社会貢献教育プログラム「寄付の教室」「社会に貢献する」のデモンストレーショ

ン、ロールプレイを通じて、社会貢献教育プログラムファシリテーションを学ぶ。 

 参加者：11名 

 満足度：4.64 

 

第 3回社会貢献教育ファシリテーター研修（東京開催） 

 日時：2016年 8 月 10日（水）10:00〜17:00 

 場所：東京（東京都港区赤坂 1丁目 2番 2号日本財団ビル 会議室 1・2・3・4） 

 内容：寄付教育を軸とした様々な社会貢献教育プログラムの概要レクチャーから、協会の

提供する社会貢献教育プログラム「寄付の教室」「社会に貢献する」のデモンストレーショ

ン、ロールプレイを通じて、社会貢献教育プログラムファシリテーションを学ぶ。 

 参加者：12名 

 満足度：4.75 

 

第 4回社会貢献教育ファシリテーター研修（東京開催） 

 日時：2016年 8 月 25日（木）10:00〜17:00 

 場所：東京（東京都港区赤坂 1丁目 2番 2号日本財団ビル 会議室 1・2・3・4） 

 内容：寄付教育を軸とした様々な社会貢献教育プログラムの概要レクチャーから、協会の

提供する社会貢献教育プログラム「寄付の教室」「社会に貢献する」のデモンストレーショ

ン、ロールプレイを通じて、社会貢献教育プログラムファシリテーションを学ぶ。 

 参加者：12名 

 満足度：4.67 

 

第 5回社会貢献教育ファシリテーター研修（東京開催） 

 日時：2016年 10月 26日（水）10:00〜17:00 

 場所：東京（東京都港区赤坂 1丁目 2番 2号日本財団ビル 会議室 1・2・3・4） 

 内容：寄付教育を軸とした様々な社会貢献教育プログラムの概要レクチャーから、協会の

提供する社会貢献教育プログラム「寄付の教室」「社会に貢献する」のデモンストレーショ

ン、ロールプレイを通じて、社会貢献教育プログラムファシリテーションを学ぶ。 

 参加者：18名 

 満足度：4.22 

 

 第 6回社会貢献教育ファシリテーター研修 

 日時：2016年 11月 26日（土）14:00〜20:00 
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 場所：札幌（北海道札幌市中央区 南 2条西 10 丁目 札幌市中央区民センター 会議室 C） 

 内容：寄付教育を軸とした様々な社会貢献教育プログラムの概要レクチャーから、協会の

提供する社会貢献教育プログラム「寄付の教室」「社会に貢献する」のデモンストレーショ

ン、ロールプレイを通じて、社会貢献教育プログラムファシリテーションを学ぶ。 

 参加者：7名 

 満足度：4.86 

 

第 7回社会貢献教育ファシリテーター研修 

 日時：2017年 1 月 22日（日）10:00〜17:00 

 場所：名古屋（愛知県名古屋市東区矢田南四丁目 102番 9 名城大学 社会連携ゾーン shake） 

 内容：寄付教育を軸とした様々な社会貢献教育プログラムの概要レクチャーから、協会の

提供する社会貢献教育プログラム「寄付の教室」「社会に貢献する」のデモンストレーショ

ン、ロールプレイを通じて、社会貢献教育プログラムファシリテーションを学ぶ。 

 参加者：14名 

 満足度：4.57 

 

第 8回社会貢献教育ファシリテーター研修 

 日時：2017年 1 月 28日（日）10:00〜17:00 

 場所：横浜（神奈川県横浜市中区新港 2−2−1 横浜ワールドポーターズ 6階 会議室 2） 

 内容：寄付教育を軸とした様々な社会貢献教育プログラムの概要レクチャーから、協会の

提供する社会貢献教育プログラム「寄付の教室」「社会に貢献する」のデモンストレーショ

ン、ロールプレイを通じて、社会貢献教育プログラムファシリテーションを学ぶ。 

 参加者：9名 

 満足度：4.44 

 

（2）研修修了者の活躍の場として、全国の学校 30校を開拓。 

 

 小学校、中学校、高校、大学の各学校で 8校で実施し、イベントでは 4件行った。加えて、日

本フィランソロピー協会主催の「青少年フィランソロピスト賞」およびプルデンシャル生命保険

株式会社主催の「ボランティアスピリット賞」に応募した学校をリスト化しハウスリストを作成

して、関心のある学校をハウスリスト化した。 

【2016年度実施校】 

 大学／東京／東洋大学／1年生／3教室／101 名 

 大学／東京／明治学院大学／1〜3年生／1教室／12名 

 大学／北九州／西日本工業大学／1〜4年生／1教室／22名 

 大学／大分／立命館アジア太平洋大学／1〜3 年生／1教室／11名 

 高校・中学校／東京／東京学芸大学附属国際中等教育学校／中学校 1年生／4教室／105名 

 小学校／北九州／鞘ヶ谷小学校／4年生／2教室／40名 

 小学校／北九州／泉台小学校／4年生／2教室／44名 
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 イベント／東京／フローレンス／小学校 4〜中学校 3年／1教室／20名 

 イベント／北海道／札幌市市民活動サポートセンター「寄付月間特別企画」／小学校 4〜中

学校 3年生／24名 

 イベント／名古屋／あいちコミュニティ財団「あいち・なごや子どもとつくる基金特別企

画」／小学 校 4 年生以上／20名 

 イベント／京都／京都市ユースサービス協会「10代限定寄付の教室」／6名 

 高校／埼玉／越ヶ谷高等学校／高校 1~2年生／797名 

 

（3）社会貢献ファシリテーターマニュアルに、一般化した地域ごとの寄付教育モデルを追加し寄

付教育ハンドブックを作成。 

 

 今年度は、社会貢献教育ファシリテーターが中心になり、地域通貨と連携したモデル、お金の

使い方に着目したモデル、総合的学習の時間で 1年間を通じたモデルなど、いくつもの実践的モ

デルプログラムが全国で行われた。これらの事例を取り上げ、主として教員を対象として、社会

貢献教育の概要、授業計画の策定、実践事例など書籍として取りまとめ出版した。また、社会貢

献教育オープンシンポジウム 2017 の場でも取り上げて活用することで関心層の巻き込みにも活

用した。 

 

『社会貢献教育ハンドブック』 

 単行本: 70ページ 

 出版社: 日本ファンドレイジング協会 (2017/3/18) 

 言語: 日本語 

 ISBN-10: 4907431104 

 ISBN-13: 978-4907431105 

 発売日： 2017/3/18 

 

2．全国主要 10拠点での継続モデルの構築 

 

（1）既に社会貢献ファシリテーター研修修了者および認定・准認定ファンドレイザーがいる関西

（兵庫、大阪、京都、奈良）、北九州、佐賀、名古屋、北海道、山口、静岡、神奈川、長野、高知

などの各地域にて、それぞれの地域ごとの寄付教育継続モデルを構築 

 

 各地でのファンドレイジングのノウハウ・知見の交流、寄付教育が促進し、プロフェッショナ

ルファンドレイザーが輝く場を創出するための仕組みとして、地域チャプターを 7拠点（北海道、

東北、東京、東海、関西、中国、九州）整備。また、以下の 6地域にて、特に社会貢献教育に特

化して、各連携先と継続実施モデル構築に向けて前進させた。 

 

【北海道】 

 連携先：北海道チャプター 
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 担当者：高橋優介（NPO法人 ezorock事務局長／准認定ファンドレイザー／北海道チャプタ

ー） 

 検討内容：札幌市市民活動サポートセンター、北海道チャプター、日本ファンドレイジン

グ協会の 3者で、札幌独自の社会貢献教育の形を作る。具体的には、毎年 7〜8月に札幌で

行われているボランティア体験「子どもボランティア探検隊」と日本ファンドレイジング

協会の社会貢献教育プログラムの体験を踏まえ、12月の寄付月間に体験した子どもたちが

社会貢献のアクションを行う。 

 

【名古屋】 

 連携先：公益財団法人あいちコミュニティ財団 

 担当者：長谷川友紀 （公益財団法人あいちコミュニティ財団事務局長） 

 検討内容：同財団に設置されている「あいち・なごや子どもとつくる基金」の子ども審査

員に、日本ファンドレイジング協会の社会貢献教育を実施し、基金の審査員としての知識

や着目点などを養ってもらう。また同財団職員に向けて社会貢献教育ファシリテーター研

修を行うことで、次年度以降は同財団職員が子どもたちにむけた社会貢献教育を行え、自

立して行えるようにする。子どもたちに社会貢献ついて学ぶ機会を提供するということで、

基金のメニューとしても追加するなども検討している。 

 

【京都】 

 連携先：公益財団法人京都地域創造基金 

 担当者：可児卓馬（公益財団法人京都地域創造基金事務局長） 

 検討内容：公益財団法人京都地域早々基金、京都市ユースサービス協会、日本ファンドレ

イジング協会の 3 者で、京都独自の社会貢献教育のモデルづくりに着手。社会貢献教育の

実施、社会貢献の実体験の組み合わせで行った。具体的には、京都市ユースサービス協会

の施設利用者の高校生向けに「寄付の教室」を実施し、その後受講者向けに京都地域創造

基金が設置する「＋FUNファンド」の審査員の機会を提供するモデルを実施した。来年度は

社会貢献教育ファシリテーター研修も加えて継続して実施予定。 

 

【大阪】 

 連携先：大阪教育大学附属平野小学校、大阪大学、関西チャプター 

 担当者：丸野亨（大阪教育大学附属平野小学校 副校長）、呉本啓郎（全国国立大学附属学

校ＰＴＡ連合会 専務理事／近畿国立大学附属学校園ＰＴＡ連合会 会長／大阪教育大学

附属平野小学校 ＰＴＡ 顧問／大阪教育大学附属平野小学校 児童教育振興会 顧問）、

吉田富士江（大阪大学 渉外本部 特任専門職員／准認定ファンドレイザー／関西チャプタ

ー） 

 検討内容：国立大学附属校という特性を活かして、大学のリソース（人的・知的）を活用

した社会貢献教育モデルの構築に着手。大学のファンドレイザーや教員を志望する大学生

向けに、社会貢献教育ファシリテーター研修を行い、次年度以降は大学と附属校で社会貢

献教育が行われる仕組みをつくる。更に、大学の授業科目として社会貢献教育を行えるよ
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う検討中。 

 

【北九州】 

 連携先：一般社団法人生き方のデザイン研究所 

 担当者：遠山昌子（一般社団法人生き方のデザイン研究所 代表理事） 

 検討内容：生き方のデザイン研究所が通年で実施している寄付教育・福祉教育・キャリア

教育をつなげた総合的な学習の時間実践プラン「やさしさのあるまちづくりと生き方のデ

ザイン学習」に位置付けて、通年のプログラムとして社会貢献教育をしっかりと学び深め

るプログラムとして実施。全 40時限の授業計画として、総合的な学習の時間で実施するモ

デルを構築。 

 

【佐賀】 

 連携先：公益財団法人佐賀未来創造基金 

 担当者：山田健一郎（公益財団法人佐賀未来創造基金 理事長） 

 検討内容：コミュニティ財団連携モデルとして、名古屋と同じくコミュニティ財団の基金

の審査委員に子どもが加わり、その子どもたち向けに社会貢献教育を実施するモデルを検

討。子どもたちへの社会貢献教育を実現するための寄付集めも視野に検討している。 

 

更に、以下の企業団体との連携を始め、社会貢献教育のプログラム開発や展開施策の具体的検討に

着手した。 

 

① 団体名：公益財団法人ベネッセこども基金 

内容：子どもたちが主体的に社会の様々なことにチャレンジする資質を育成することを目的と

したプログラム「ソーシャルリーダーシッププログラム」を共同開発し、プロトタイプを作成。

FRJ2017のセッションとして初めて紹介をした。 

 

② 団体名：日本教育新聞社 

内容：社会貢献教育オープンシンポジウム 2017 の告知や開催記事の掲載、学校を巻き込んだ

社会貢献教育プログラムの展開などを共同企画の検討などを始めた。 

 

③ 団体名：全国国立大学附属学校 PTA連合会 

内容：いくつかの国立大学附属校と社会に貢献することを学ぶプログラム開発から連携するこ

とを検討。更に、PTA 連合会向けにファンドレイジング研修を独自実施することを計画するな

ど、学校教育現場に展開するために連携強化を図った。 

 

（2）地域ごとの寄付教育モデルをつくり一般化 

 昨年度末に実施を調整していた、米国でバフェットファミリーが展開する「Learning by Giving」

プログラムを、米国外で初、高校生で初で東京学芸大学附属国際中等教育学校にて実施した。本

取組みは、朝日新聞「３０万円どこに寄付する？ 高校生が授業、悩んで決めた」(1/9 付)およ
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び「現金３０万円どこに寄付？ 高校生、団体の実態調べ選定」(4/8付)と 2回に渡り掲載され、

注目を集める取り組みとなった。 

 

【Learning by Giving推進チーム】 

鵜尾雅隆 日本ファンドレイジング協会 代表理事 

藤木正史 東京学芸大学附属国際中等教育学校 教諭 

斉藤梨沙 セールスフォース・ドットコム マーケティング本部 キャンペーン＆デマンドジェ

ネレーションディレクター 

大石俊輔 日本ファンドレイジング協会 寄付市場形成事業担当ディレクター 

・ 授業名：Our Linfe & Social Contribution 

・ 目的： 

① 社会貢献（ボランティア・寄付など）に関する様々な知識と理解を深める。 

② 社会貢献（ボランティア・寄付など）を通して、現代社会が抱える課題について把握する。 

③ 市民として「社会貢献（ボランティア・寄付など）」の力を認識し活用できるようになる。 

・ 講座の概要：学校設定教科「国際 A：国際協力と社会貢献」の一環（2 学期・3 学期）、第 6 学

年（高校 3年生相当）選択授業 

・ 受講者：12名（男：４・女：８） 

・ 講座内容：１学期 日本の ODA政策、JICAの役割、国際協力 NGOについて学ぶ 

２学期・３学期 個人としての社会貢献のあり方や可能性について学ぶ（本講座） 

・ 講座形態 ワークショップ形式・ゼミ形式・講義など 

 

 子ども（貧困）、病気・医療、動物の 3 分野からそれぞれ 3 団体ずつ計 9 団体を推進チームで

ピックアップし、生徒たちが 3チームに分かれてそれぞれの NPOを調べて、寄付先を確定した。 

 最終的な寄付先は、「公益財団法人子どもの貧困対策センターあすのば」と「公益社団法人難

病の子どもとその家族へ夢を」の 2団体に決まり、各団体に 15万円ずつ寄付することとなった。

これまで日本で実施したことのないプログラムであり、高校生たちも社会貢献やフィランソロピ

ーの概念を座学で学ぶと共に、クラウドファンディングや助成金、ファンドレイジングの基礎な

どを様々な実務家を通して学び、実際の NPOを調べて自分たちが応援する意味を深く考え体験す

る機会となった。 

 

 この他にも、1‐(3)で取り上げた、全国の社会貢献教育ファシリテーターの独自のモデル構築

を支援。同ハンドブックへの掲載をはじめ、研修内容にも盛り込むなど一般化して紹介した。 

 

3．寄付教育オープンシンポジウムのカンファレンス化 

（1） 3 回目を迎える寄付教育オープンシンポジウム 2017 は専門カンファレンス化（日本福祉教

育・ボランティア学習学会、日本ボランティアコーディネーター協会などと共催予定）し、

寄付教育、社会貢献教育に関するセッションを行うともに、米国 Learning to Give 

organizationや韓国やヨーロッパの社会貢献教育なども紹介。 
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「社会貢献教育オープンシンポジウム 2017〜社会貢献教育の流れを創り出すために」 

 

 本シンポジウムは、日本の社会貢献教育に関するカンファレンスのフラッグシップとして、これ

までの 2 回開催した「寄付教育オープンシンポジウム」「社会貢献を通じて自己肯定感を高める教

育オープンシンポジウム」の経験を活かし、社会貢献教育が日本社会でもつ意味と可能性について

有識者、現場経験者などを交えて議論を深めることで、関心層に情報を発信し社会貢献教育の展開

に必要な関係者を巻き込むことを目的として実施した。第一部では、米国ファンドレイジング協会

（Association Fundraising Professionals）の社会貢献教育プログラム Youth in Philanthropy 

program の立ち上げ責任者ヴァレリー・ミューレン・プレッチャー氏を招聘し、同プログラムをど

のように全米に展開していったか、根付かせたのかを中心に基調講演を行った。また、その後のパ

ネルディスカッションでは、全国社会福祉協議会から高橋良太氏（地域福祉部長）、全国コミュニ

ティ財団協会から深尾昌峰氏（会長）を加え、日本社会の中で仕組化して拡げていくための方法を

具体的に検討した。 

 

 また、第二部では社会貢献教育ファシリテーターが展開している様々な社会貢献教育の取組みを

紹介することで、社会貢献教育の可能性を参加者と共に考えた。 

 

・ 日時：2017年 3月 18日（土） 15:30〜16:50（第一部）・17:20〜18:40（第二部） 

・ 場所：芝浦工業大学豊洲キャンパス 大講義室 

・ 内容：  

【第一部】 

 基調講演「How to expand YIP with AFP chapter」  

 ヴァレリー・ミューレン・プレッチャー氏（Chair of AFP Youth in Philanthropy Committee） 

  

 パネルディスカッション「日本社会で社会貢献教育の流れを作りだしていくためには」 

深尾昌峰氏（全国コミュニティ財団協会 会長） 

 高橋良太氏（社会福祉法人全国社会福祉協議会 地域福祉部長／全国ボランティア・市民活動

振興センター 所長） 

 ヴァレリー・ミューレン・プレッチャー氏 

 ファシリテーター：鵜尾雅隆（日本ファンドレイジング協会 代表理事） 

 

【第二部】 

社会貢献教育の最新事例一挙紹介！ 

モデレーター：大石俊輔（寄付市場形成事業ディレクター） 

 

事例 1:米国外初！高校生初の社会貢献教育プログラム「Learning by Giving」プログラム 

登壇者：藤木正史氏（東京学芸大学附属国際中等教育学校教諭、ボランティア部顧問、社会貢

献教育ファシリテーター、准認定ファンドレイザー）、横山彩乃氏（東京学芸大学附属国際中等

学校 6年生） 
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事例２：地域通貨と連携した寄付教育「地域で行う実践的『寄付教育』」 

登壇者：米原裕太郎氏（京都ユースサービス協会、社会貢献教育ファシリテーター、准認定フ

ァンドレイザー） 

 

事例３：年間の総合的学習の時間を活用した自分自身が輝く人生を歩むための教育 

登壇者：遠山昌子氏（一般社団法人生き方のデザイン研究所代表、社会貢献教育ファシリテー

ター）、田中力（北九州市立鞘ヶ谷小学校教諭） 

 

・ 参加者：200名 

・ 参加費：2,160円（一般）／無料（FRJ2017参加者） 

・ 満足度：4.46 

・ 後援：内閣府、文部科学省、日本ボランティアコーディネーター協会、全国コミュニティ財団

協会、日本フィランソロピー協会、開発教育協会 

 

(2) 寄付者意識・寄付教育の実情に関する最新動向の調査の発表 

 

 2017年 2月に「寄付者意識・寄付教育の実状に関する調査」を行い、寄付教育・社会貢献教育

を学校教育の中で学ばせる必要性に関して、調査を行った。設問は、回答者ごとランダムに表示

される設定で行い、5つのパターンの設問を設定した。（詳細は、別添調査結果参照） 

 いずれの設問設定でも、7 割以上が寄付教育・社会貢献教育の学校教育現場での展開の必要性

を認めていることが分かった。これは速報値の単純集計からのみ分かった傾向だが、更に条件設

定や属性ごとの傾向など深掘りした分析を行い、結果を 2017 年度発行予定の『寄付白書 2017』

にまとめると共に、個別の調査報告書としても取りまとめる予定。 

 

調査委概要は下記の通り。 

・ 調査名：寄付とボランティアに関する調査 2017 

・ 調査手法：インターネット調査 

・ 調査対象地域：全国 

・ 対象者条件：20〜79歳までの男女個人 

・ 抽出フレーム：インテージ・ネットモニター（調査専用モニター） 

・ 目標回収サンプル数：5,000サンプル以上 

・ 質問数：25問 

・ 実査：2017年 2月 23 日〜28日 

 

4．文教政策への提案本格化 

（１） NPO・企業・行政の各セクターの社会貢献教育に関する主要プレイヤーが参加した社会貢献

教育推進協議会を開催し、全ての小中高校で寄付教育が通常の授業の一貫で行われるため

の提言書を取りまとめる。 
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 専門家、実務者からなる「社会貢献教育推進フォーラム」を立ち上げ、4月から 9月まで

の 6 か月間社会貢献教育が進むための方策を検討し、「社会貢献教育推進のための提言書」

素案として取りまとめた。10 月からは、素案を持って関係各所（文部科学省、全国社会福

祉協議会、全国コミュニティ財団協会など）を回って意見集約をした上で改訂し、2017 年

3月 18日の社会貢献教育オープンシンポジウム 2017内で正式発表を行った。 

 

【社会貢献教育推進フォーラム】 

鵜尾雅隆（NPO法人日本ファンドレイジング協会 代表理事） 

唐木清志（筑波大学 人間系 准教授） 

高橋良太（社会福祉法人全国社会福祉協議会 地域福祉部長） 

高橋陽子（公益社団法人日本フィランソロピー協会 理事長） 

早瀬昇 （認定 NPO法人日本 NPOセンター 代表理事） 

藤木正史（東京学芸大学附属国際中等教育学校 教諭） 

村上徹也（日本福祉教育・ボランティ学習学会理事／日本福祉大学教授） 

 

 ※初回のみ、以下の内容で前年度内に行った。 

 

 第 1回社会貢献教育推進フォーラム 

 日時：2016年 3 月 29日（火）9:30〜12:30 

 場所：日本ファンドレイジング協会オフィス 

 内容：各委員自己紹介、社会貢献教育推進フォーラムの趣旨・目的のご説明、委員よりの

自団体の取り組みに関するご紹介、意見交換 

 

 第 2回社会貢献教育推進フォーラム 

 日時：2016年 5月 16日（月）18:00〜20:00 

 場所：日本ファンドレイジング協会オフィス 

 内容：第 1 回目の議論を踏まえた課題認識の共有、意見交換（現状の認識の共有化、先端

事例の検討） 

 

第 3 回社会貢献教育推進フォーラム 

 日時：2016年 7月 12日（火）17:00〜21:00 

 場所：日本ファンドレイジング協会オフィス 

 内容：第 1回目・第 2回目の議論を踏まえた論点整理の確認、意見交換 

 

第 4 回社会貢献教育推進フォーラム 

 日時：2016年 9月 12日（月）18:00〜21:00 

 場所：日本ファンドレイジング協会オフィス 

 内容：提言書（案）の最終確認、提言書を活用した今後の展開に関して、意見交換 
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７）寄付月間 

 2015年よりスタートした、寄付啓発のキャンペーンである寄付月間。２年目の今年は、パートナ

ー及び公式認定企画ともに初年度より３倍以上増え、パートナー397法人、公式認定企画 71件とな

った。また、主要紙、地方紙、オンラインメディア、雑誌などで取り上げられ、寄付月間に関して

の発信や寄付特集などを誘発することができたことや、各界リーダーたちが寄付をする生き方を選

択することを宣言するプラットフォームであるギビングイニシアチブの発足など、今後につながる

取り組みが立ち上がったこと、神奈川県や静岡県など自治体での積極的な企画や告知が実施され、

寄付文化の醸成に向けて効果があったものと考えられる。 

 

８）遺贈寄付の推進 

 

 全国遺贈寄付（レガシーギフト）推進検討委員会の実施と提言書の公開 

 全国的に遺贈寄付推進を議論する委員会。さわやか福祉財団会長堀田力氏を委員長とする弁護士、

税理士、司法書士、公益法人、NPO、財団、地域コミュニティ財団などの司が集まり、2016 年 2 月

から 8月にかけて議論し、提言書を作成。 

第 1回：2016年 2月 8日、 第 2回：2016年 4月 13日、第 3回：2016年 6月 20日、第 4回：2016

年 8月 22日 

 

 全国レガシーギフト協会の設立 

 日本ファンドレイジング協会及び全国コミュニティ財団協会を共同事務局とし、遺贈寄付の相

談・紹介・受入れの窓口を全国に設置。 

 

組織体制 

理事長  堀田力   公益財団法人さわやか福祉財団会長・弁護士 

副理事長  深尾昌峰  一般社団法人全国コミュニティ財団協会理事長 

副理事長  鵜尾雅隆  ＮＰＯ法人日本ファンドレイジング協会代表理事 

理事 高橋弘   日本成年後見法学会常任理事・司法書士 

理事 脇坂誠也  認定ＮＰＯ法人ＮＰＯ会計税務専門家ネットワーク代表・税理士 

理事 樽本哲   ＮＰＯのための弁護士ネットワーク代表・弁護士 

理事 石原達也  一般社団法人全国コミュニティ財団事務局長 

理事 山田健一郎 公益財団法人佐賀未来創造基金理事長 

理事 齋藤弘道  野村信託銀行株式会社受託業務企画部シニアマネージャー 

理事 岸本幸子  公益財団法人パブリックリソース財団専務理事 

理事 山北洋二  ＮＰＯ法人日本ファンドレイジング協会理事 

理事 芝池俊輝  東京パブリック法律事務所・弁護士 

理事 本郷順子  一般社団法人公益アシスト代表理事・税理士 

理事 江波千佳  江波千佳税理士事務所・税理士 

監事 久野実   弁護士法人東海総合・弁護士 

監事 鳥居翼   鳥居翼税理士事務所・税理士 
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設立時加盟団体（全国の相談窓口：14団体） 

公益財団法人 地域創造基金さなぶり        

公益財団法人 ちばのＷＡ地域づくり基金 

認定 NPO法人 茨城 NPOセンター・コモンズ 

認定 NPO法人 長野県みらい基金 

公益財団法人 ふじのくに未来財団    

公益財団法人 あいちコミュニティ財団 

公益財団法人 京都地域創造基金    

公益財団法人 ひょうごコミュニティ財団 

公益財団法人 みんなでつくる財団おかやま   

公益財団法人 佐賀未来創造基金 

公益財団法人 みらいファンド沖縄    

公益財団法人 パブリックリソース財団 

公益財団法人 日本財団     

認定ＮＰＯ法人日本ファンドレイジング協会 

 

・ 2016年 11月 14日に設立総会＆シンポジウムを開催 

・ 呼びかけ人：37人 賛同人：363人（2017年 2月 1日現在） 

・ 加盟団体：14団体 （2017年 4 月より 2団体新規加盟） 

・ 全国コミュニティ財団協会と共同でウェブサイト「いぞう寄付の窓口」を開設 

・ 東京事務局に 14件の電話相談 

・ メディア掲載 4件（日経新聞、朝日新聞、毎日新聞） 

 2016年 11月 12 日 朝日新聞朝刊 （「遺贈寄付」普及へ相談窓口「遺産をＮＰＯに」弁

護士らが橋渡し） 

 2017年 1月 8日 日経新聞朝刊（遺産寄付で生きた証し「終活」で社会貢献意識） 

 2017年 1月 13日 日経新聞社説（遺産からの寄付の環境整備を） 

 2017年 1月 19日 毎日新聞朝刊（遺産で社会貢献 遺言書で死後寄付、関心高まる 震

災契機、意識に変化） 

 遺贈寄付研修 全国キャラバン 

年賀寄附金とトヨタ財団助成金を原資とし、日本ファンドレイジング協会及び全国コミュニティ

財団協会が共同で 2日間の遺贈寄付研修を開催。（NPO向け：2.5時間、士業向け：8時間） 
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①広島（2016年 7月）②大阪（2016年 9月）③愛知（2016年 9月）④東京（2016年 11月）

⑤宮城（2016年 12月）、⑥佐賀（2017年 1月）⑦愛媛（2017年 2月） 

 公益財団法人トラスト未来フォーラムの助成により、研究事業を実施 

事業名：信託を利用した遺贈寄付の促進 ～安心して遺贈寄付ができる社会システムとしての信

託～ 

 日付 題目 詳細 

１ 2016/9/15 信託による遺贈寄付普及に向け

た論点整理と研究会骨子の確定 

信託による遺贈寄付普及に向けた論点について

第 23 回遺贈寄付推進会議にて発議し、議論を行

った。 

2 2017/1/31  生命保険信託について プレデンシャル生命 菊池 諒介様をお招きし、生

命保険信託の仕組みや実績、適切な利用シーンな

どの解説をして頂き、遺贈寄付推進会議メンバー

からの質疑応答を行った。 

3 2017/2/7 信託に関わる海外の税制につい

て 

東京大学准教授 藤谷武史様をお招きし、米国プ

ランドギビング税制及び５０１（C）（３）税制に

ついて講演頂き、遺贈寄付推進会議メンバーから

の質疑応答を行った。 

4 2017/2/7  公益信託制度変更に伴う、今後の

公益法人の対応ポイントについ

て 

公益法人協会理事長太田達男様をお招きし、公益

信託制度の歴史的経緯や実績、これからの改正の

方向性、新しい制度下でのプロトタイプの紹介等

の講演をいただき、遺贈寄付推進会議メンバーか

らの質疑応答を行った。 

5 2017/2/22 民事信託、家族信託を利用して遺

贈寄付をする際の課題と留意点 

野村資産承継研究所研究理事 遠藤英嗣様をお招

きし、民事信託、家族信託を利用して遺贈寄付を

する際の課題と留意点について講演頂き、遺贈寄

付推進会議メンバーからの質疑応答を行った。 

6 2017/3/7 特定寄付信託（プランドギビン

グ）の最適な使用方法について 

野村信託銀行株式会社シニアマネージャー齋藤

弘道様をお招きして、信託銀行の特定寄付信託の

利用状況を確認し、今後の改善要望の方向性や、

遺贈寄付にとって最適な信託商品について講演

頂き、遺贈寄付推進会議メンバーからの質疑応答

を行った。 

 

 



29 

９）社会的投資の推進 

■ 休眠預金の社会的活用と社会的インパクト投資、評価の促進 

 

 2010 年より法律化を目指して活動してきた「休眠預金活用法案」が 12 月に成立。2017 年 2 月

には、休眠預金の最適な活用を実現するため、全国的な民間セクターの意見集約の場であり、詳

細設計の検討や提案、社会理解促進を目的とした普及啓発、 セクター全体の準備の促進などを進

めるためのプラットフォーム『休眠預金「未来構想」プラットフォーム』が設立され、当協会も

メンバーとして加入、事務局を担うこととなった。 

 また、2016年 6 月には、日本で社会的インパクト評価を推進するためのプラットフォーム「社

会的インパクト評価イニシアチブ」が設立され、当協会もメンバーとして参加し、共同事務局を

担うこととなった。 

 その他、当協会内に「社会的インパクトセンター」を設置し（センター長：鴨崎貴泰）、社会

的インパクト投資、評価に関する調査研究等を行った。 

 

１０）講師派遣 

今年度、下記の講師派遣を行った。 

 

日程 講師 講演内容 

4/25 鵜尾 
寄付月間２０１５公式認定企画対象受賞記念イベント「あいち”志金”マルシェ化計画」に参加しま

せんか？～売り上げの一部があいちの課題に生かされる！～ 

5/15 鵜尾 関西チャプター2016年度総会＆第三回ファンドレイジングセミナー・関西 

5/18 鴨崎 生活クラブの福祉事業基金検討チーム会議 

6/17 細貝 東洋大学国際開発援助論 

6/29 鵜尾 NPO法人税理士による公益活動サポートセンター設立 10周年記念シンポジウム 

7/9 鵜尾 一宮市企画部地域ふれあい課１％支援制度フォーラム 

9/9, 9/16 徳永 障がい福祉サービス経営セミナー 

9/10 鵜尾 70周年赤い羽根共同募金 パートナーミーティング 

9/16 三島 地域創造基金さなぶり 5周年記念フォーラム 

9/24 鴨崎 28年度滋賀県次世代創造発信事業「アートマネジメント人材養成事業」 

9/28~29 鵜尾 日本財団ソーシャルイノベーションフォーラム 

10/7 鵜尾 社協職員ファンドレイジング研修 

10/18 鵜尾 JWLI女性がリードする社会変革 

10/20 鵜尾 シャネル企業内セミナー 

11/6 鴨崎 ボランティア国際フォーラム 

11/9 鴨崎 ソーシャルビジネスの資金調達入門 

11/28 鴨崎 協働のまちづくり講演会 
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12/12 鵜尾 三方よし基金セミナー「遺贈寄付って何？」 

12/13 鴨崎 第 53回フィランソロピー・CSR リンクアップフォーラム 

12/15 鵜尾 立教大学大学院 21世紀社会デザイン研究所講義「コミュニティデザイン演習 21助成と評価」 

12/17 鵜尾 認定・指定ゆるネット学習会公開セミナー「社会をよくするお金の使い方」 

12/18 鵜尾 熊本未来創造基金 

1/11 鵜尾 インタビュー謝金 

2/8 鴨崎 ESD/環境教育中間支援機能充実強化策検討等業務 
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添付資料１：他団体による選択研修 一覧 

 

 

開催年月日 

 

研修名 開催団体 都道府県 

2016年 4月 5日 ジャパンギビング活用法セミナー（中級編） 
一般財団法人ジャパ

ンギビング 
東京都 

2016年 4月 25日 salesforceNPO 実践 1DAY速習コース（初級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 4月 26日 salesforceNPO 実践 1DAY速習コース（中級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 5月 16日 salesforce トライアル研修 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 5月 19日 【salesforce＠富山】1DAY速習コース（初級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

富山県 

2016年 5月 20日 【salesforce＠富山】1DAY速習コース（中級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

富山県 

2016年 6月 13日 salesforceNPO 実践 1DAY速習コース（初級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 6月 14日 salesforceNPO 実践 1DAY速習コース（中級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 6月 17日 通信講座で学ぶ！NPO実践マネジメント入門 
公益財団法人パブリ

ックリソース財団 
福島県 

2016年 6月 23日 ジャパンギビング活用法セミナー（中級編） 
一般財団法人ジャパ

ンギビング 
東京都 

2016年 7月 11日 salesforce トライアル研修 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 7月 13日 
支援者コミュニケーションから解く誰でもできる

ファンドレイジングセミナー 

一般財団法人ジャパ

ンギビング 
長野県 

2016年 7月 28日 【salesforce＠大阪】1DAY速習コース（初級編） 
特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ
大阪府 
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ー 

2016年 7月 29日 【salesforce＠大阪】1DAY速習コース（中級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

大阪府 

2016年 8月 3日 
NPOの戦略的 Webマーケティング ・第 1回 戦略的

Webマーケティング（概論） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 8月 4日 ファシリテーションを支える会議の技術 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 8月 7日 
ソーシャルワーク理論・アプローチ入門 理論と実

践の間に架け橋をかける 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 8月 16日 
NPOの戦略的 Webマーケティング ・第 2回 NPOが

活用するべき Web広告とその運用方法 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 8月 17日 
ファンドレイジング戦略実践 「データベース導

入・活用」編 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 8月 22日 

salesforce 基本機能・操作を集中的に理解する 

「NPO 実践速習コース」 ・第 1回 「NPO実践 1DAY

速習コース（初級編）」 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 8月 23日 

salesforce 基本機能・操作を集中的に理解する 

「NPO 実践速習コース」 ・第 2回「NPO 実践 1DAY

速習コース（中級編）」 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 8月 24日 
NPOの戦略的 Webマーケティング ・第 3回 成果に

つなげるソーシャルメディアの運用ノウハウ 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 8月 25日 
新規支援者を獲得するための 「実践的コミュニケ

ーション」 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 8月 29日 

Google を組織で徹底活用！ クラウド活用講座

【Google Apps 編】 ・第 1回 Google Apps を体感

する（2級） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 8月 30日 

Google を組織で徹底活用！ クラウド活用講座

【Google Apps編】 ・第 2回 管理者のための Google 

Apps導入・運用（1級） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 8月 30日 "社会を変える"を実現する 「NPO活動を政策につ 特定非営利活動法人 東京都 
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なげるコツ」 NPOサポートセンタ

ー 

2016年 9月 7日 
成長する組織をつくる 「NPO の組織デザインとマ

ネジメント」 ・第 1 回 非営利組織の組織デザイン 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 9月 9日 
N 女～ソーシャルセクターで働く女性のキャリア

と未来を語る 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 9月 10日 
自分に安心し、元気になれる 「マインドフルネス」

講座 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 9月 13日 
攻める「ひとり広報」 仕組みづくり実践講座 ・第

1 回 初級編：ゼロからつくるひとり広報体制 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 9月 13日 伝えたい相手に届ける 「WEB のコツ」 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 9月 13日 相手とよい関係をつくる 「営業の技術」 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 9月 14日 

成長する組織をつくる 「NPO の組織デザインとマ

ネジメント」 ・第 2 回 メンバーのコミットメント

を引き出す組織運営 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 9月 20日 
攻める「ひとり広報」 仕組みづくり実践講座 ・第

2 回 中級編：攻めるひとり広報 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 9月 23日 
自分の思考を整理する ー問題解決型「ロジカルシ

ンキング」 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 9月 24日 
今日から使える実践型 「プロジェクトマネジメン

ト」 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 9月 24日 
NPO法人の手続き・事務を 1 日で学ぶ 「NPO 法人事

務力」セミナー（検定試験あり） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 10月 4日 salesforceNPO 実践 1DAY速習コース（初級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 
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2016年 10月 5日 salesforceNPO 実践 1DAY速習コース（中級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 10月 16 日 salesforceNPO 実践 1DAY速習コース（中級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 12月 3日 
NPOキャリアカレッジ NPO／NGO 就職/転職コース

第 7期 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2016年 12月 15 日 salesforceNPO 実践 1DAY速習コース（初級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2017年 2月 8日 【salesforce＠新潟】1DAY速習コース（初級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

新潟県 

2017年 2月 9日 salesforceNPO 実践 1DAY速習コース（初級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2017年 2月 10日 salesforceNPO 実践 1DAY速習コース（中級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

東京都 

2017年 2月 13日 【salesforce＠名古屋】1DAY 速習コース（初級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

愛知県 

2017年 2月 14日 【salesforce＠名古屋】1DAY 速習コース（中級編） 

特定非営利活動法人

NPOサポートセンタ

ー 

愛知県 

2016年 8月 4日 
地域ネットワークを活かした資金の循環モデル第

2 部 

信州ファンドレイジ

ングチーム 
長野県 

2016年 8月 4日 
地域ネットワークを活かした資金の循環モデル第

3 部 

信州ファンドレイジ

ングチーム 
長野県 

2016年 8月 25日 初めての「ファンドレイジング入門」 
くまもと未来創造基

金準備会 
熊本県 

2016年 9月 3日 地域で進める志循環 
くまもと未来創造基

金準備会 
熊本県 

2016年 9月 5日 
「ワガコト」サロン【第５回】 あいちコミュニテ

ィ財団流セオリー・オブ・チェンジのつくり 

公益財団法人あいち

コミュニティ財団 
東京都 

2016年 9月 17日 環境 NGO・NPO能力強化研修（小堀） 
独立行政法人 環境

再生保全機構 
北海道 
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2016年 9月 24日 滋賀県「アートマネジメント人材育成講座」13時 
公益財団法人滋賀県

文化振興事業団 
滋賀県 

2016年 9月 24日 滋賀県「アートマネジメント人材育成講座」15時 
公益財団法人滋賀県

文化振興事業団 
滋賀県 

2016年 9月 24日 
「ワガコト」サロン【第５回】 あいちコミュニテ

ィ財団流セオリー・オブ・チェンジのつくり 

公益財団法人あいち

コミュニティ財団 
愛知県 

2016年 10月 11 日 
きらめきジョイントフォーラム 2016「地域が元気

になるボランティアマネジメントとは」 

公益財団法人山口き

らめき財団・やまぐち

県民活動支援センタ

ー 

山口県 

2016年 10月 15 日 感動と共感がコツ「地域で進める志金循環」 
くまもと未来創造基

金準備会 
熊本県 

2016年 10月 22 日 
寄付者・ボランティアが集まる ＮＰＯ向け「広報

のしくみづくり」講座 
愛媛県 愛媛県 

2016年 10月 23 日 
東海ろうきん「NPO 寄付システム」説明会兼ファン

ドレイジングセミナー 
東海労働金庫 愛知県 

2016年 10月 30 日 
県民活動パワーアップセミナーin平生 「プロに学

ぶ団体運営」 

山口県平生町・田布施

町・上関町 
山口県 

2017年 3月 12日 
共感を呼び、仲間を増やす～市民活動のための PR

活動～ 
新居浜市 愛媛県 
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